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■新型コロナウイルス感染症緊急経済対策 第 7 弾実施へ！
令和２年度３月補正予算が市議会で可決されました。この補正で令和２年度の補正
は１０回目分と１１回目分となり、正に異例中の異例と言える補正回数となりました。
また、令和３年度当初予算が併せて可決され、当初予算も早速第１回補正がされて
います。
これらは、国の第３次補正予算内示によるもので、地方創生臨時交付金が活用され
ます。
新型コロナウイルス感染症緊急経済対策分としては、総額１０億２千万あまりの対策費が追加されました。

主な事業案は次の通りです 

 就職活動 PCR 検査等費用助成（県外の学生などの UI ターン就職促進）

 出雲の観光イメージアップ事業費（出雲周遊観光タクシー「うさぎ号」や観光案内に JAL 職員配置）

 出雲のお店応援プレミアム付商品券発行事業（市内中小企業等の売上回復支援）

 出雲の観光応援クーポン券発行事業（市内宿泊者に対するクーポン券発行）

 出雲のお宿応援キャンペーン事業（観光宿泊需要の回復）

 中小企業等新規事業展開支援事業（売上確保のための新規事業展開に要する経費補助）

 飲食店感染症予防支援事業（専門家による個別指導経費や PR 経費等助成）

 農林水産物販売活動支援事業（農林水産物の販売促進活動費の補助）

 ICT 活用教育推進事業（指導者用デジタル教科書導入）

 小・中学校管理費（小学校、中学校の感染症対策費用）

 芸術文化元気はつらつ活動応援事業（50％以下に入場制限し予防対策を行う芸術文化公演に対する支援

金）

■新型コロナウイルスワクチン接種事業 ９億８千万が専決処分される
新型コロナウイルスワクチン接種事業は国からの補助金、負担金で実施される事業です。議会を経ずに市長が
専決する方法で予算確保され実施に向けて準備が進められました。
予定では、令和 3年３月から医療従事者等（消防職員を含む）、３月下旬から高齢者となっていますが、ワクチン
の供給体制や接種の実施体制に応じて順次実施される予定です。
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「まちの発展」や「地域の発展」などの言葉を使うとき、それが指し示すものは「昭和のビジネスモ

デル」と言っても差し支えないと考えています。それも、高度経済成長を続けていた頃の感覚である場

合が多いのも事実です。 

平成の３０年間が終わり、令和と元号が代わっても、未だに右肩上がりの人口と経済を前提とした”発

展”が幻想としてあり、それをベースに政策が論じられます。 

「持続可能な社会」という意味合いで「サスティナブル」という言葉が近年のキーワードですが、この

言葉を使ってさえも、なお、減少する人口と縮小する経済をしっかりと受け止めた施策が打ち出せない

のです。 

現状を見失わずに打破していくには、“これまでどおり”を一新する若いリーダーの出現が必

要だと切実に思います。 

日本の経済成長率は、調査可能な 192 カ国中 160 位というデータが衝撃的です。 

日本の GDP は世界第３位ですが、人口一人当たりで見ていくと、世界ランク２５位まで落ちてしまい

ます。その上に成長は止まっており、急速に国際競争力を失っていると考えるべきです。その大きな要

因として「生産性の低さ」が指摘されます。同時に「人材の枯渇」「質の低下」「起業家精神の希薄さ」

が成長を阻んでいるとも言われています。 

世界標準のコミュニケーション能力と想像力、創造力を備えた人材を育成した上で、世界に

対面する必要があります。 

先ずは産業連関表の作成などで地域経済循環構造を把握する事が必要です。 

地域に根付いた地域企業の育成は地域経済の命です。 

地域内での取引を積極的に活用し、地域に根付いた企業への支援策が必須となっています。 

福祉を充実させるには、財源として強い地域経済が必要です。 

 都市計画の必要性（立地適正化計画／特定用途制限地域等の策定／特定用途制限区域の見直し）

 無秩序な居住域の拡散の防止／空き家予防策としての住まいの「終活」の推進

人口減少社会でも持続可能な街にすることが大きな課題と考えます。 




